
（1）学力向上 
ともに学ぶ楽しさを味わい、主体的に活
動する子どもをめざして、子どもから出
発する授業を社会科・生活科を中心に取
組む。 
一人一台パソコンや ICTを活用した授業
のあり方を探りながら全職員で取組む。 
日々の授業を丁寧に取組み、児童の基礎
学力定着をめざす。 
 
 

（2）人権教育の推進 
あいさつの取組を重要視し、まちづくり協議会と
協働して、人とつながろうとする子どもの育成を
めざす。 
感染拡大に関わる偏見や差別につながる行為等、
人権侵害に及ぶことがないよう、日頃から人権尊
重の授業に取組む。 
そうじ活動を丁寧に取組むことで、社会性を養い
人のために行動することを経験として学ばせる。 

学校は、この目標達
成のため、「学校経
営計画」をたてて、
取組んでいます。 
 
 

 

 

 

 

 
マスクの取れたはじける笑顔を、いつになったら見られるのだろうと思い 

ながら、もう長い月日が過ぎました。コロナ禍の制限された生活や、梅雨時 
における各地での災害等、心が沈むことも多い日々ですが、それでも学校の 
休み時間の校庭には、子どもたちの声が響き、その明るさや逞しさに、癒さ
れています。 
 さて、鈴鹿市が全公立小中学校をコミュニティ・スクールにしてから、
17年になりました。コミュニティ・スクールになると、学校運営協議会を
設置し、学校と保護者、地域住民が力を合わせて学校運営に取組み、その地 
域ならではの総意・工夫を生かした学校づくりを進めていくことになってい

ます。委員会では、それぞれの分野の方に入っていただき、年度初めには校長から学校運営の基
本方針の説明を聞き、意見を述べたり承認したりしています。また、その時々の課題解決に向け

ても、活発な議論が行われています。本年度も、子どもたちが充実した学校生活を安全安心に過
ごせるよう、委員一同協力しながら活動してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。                                  

委員長 岸  俊 子 
●令和３年度国府小学校学校運営協議会委員                      

 （◎委員長 〇副委員長） 

◎岸  俊子 （地域コーディネーター） 〇中島 幸雄 （まちづくり関係者） 

 平井 憲章 （自治会関係者）  伊藤 光春 （学校支援ボランティア） 

 橋本 研一 （スポーツ関係者）  鈴木 朋世 （主任児童委員） 

 安西 義明 （民生・児童委員）  宮崎 由美子（地域コーディネーター） 

 牧野 美貴子（ＰＴＡ関係者）  平井 則光 （ＰＴＡ関係者） 

 中馬 圭子 （国府小学校校長）   

 
≪第２回国府小学校学校運営協議会（6月 25日）報告≫    
 鈴鹿市がまん延防止等重点措置区域対象から外れたことから、 

今年度初の顔合わせとなる学校運営協議会が開催されました。 

前委員長の木村敞一さんには、長年国府小学校のコミュニティ・ 

スクール発展のためにご尽力いただきました。本当にありがとう 

ございました。新しく委員に就任された、平井憲章さん・ 

安西義明さん・平井則光さん、これからよろしくお願いいたします。 

会議では、「学校経営方針」「2学期学校行事の見直し」「学校運営協議会主催の夏の学習会」「清

掃指導の連携」等について、熱心な議論が交わされました。 

 
●令和 3年度学校経営の改革方針      

まなび つながり のびる 国府の子 
            ～地域とともに「生きる力」を育む学校～ 
重点事項の主な内容（下線部分は昨年からの追加事項） 
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（3）地域ぐるみの教育の推進 
すでに協働型となっている学校運営協議
会での熟議内容を学校運営に反映させ、
ボランティア活動など地域の方々の協力
的な学校支援（地域力）を教育活動につ
なげていく。まちづくり協議会と連携し、
その実現に向けて取組む。 

国府小学校 378-0538 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

≪主な意見≫ 

・地域とのつながりをもっと強くするべき。 

・マスクの着用は、学校では先生の指導で状況によっ 

て外しているが、登下校中は悩んでいるので指導をお願いしたい。⇒ 指導の徹底を図る。 

・夏の学習会は定着してきており、例年 100人程度が参加している。コロナによって消滅してい

くことが心配。冬休みの学習会はぜひとも実施したい。 

・学習指導要領が変わり、ICT 教育や 3 年からの英語授業など大きく変化してきているので、委

員として現状を知っておくべきでないか。⇒ 状況にもよるが 3学期には授業見学を実施する。 

・教職員の異動が半数以上と多かったことに疑問を感じる。これまで培ってきた地域との関係や 

 授業の進め方にも影響が出るのではないか。 

 

●算数となかよしの学習支援が 6月 21日からスタートしました！！ 

4 月 14 日（水）にボランティア会議を開催し、担当するクラスと曜日・

時間を決め、万全の体制を整えたのですが、残念ながら本年度もスタートが

遅れることとなりました。 

一年間を通して、すべてのクラスに週 2時間、決まった時

間にサポートに入ります。 

 ボランティアの多くは 60歳以上ということもあり、授業

内容によっては、指導方法に時代の変化を感じることが少な

くありません。そこで、本年度から校長室に教科書を配置し

ていただき、事前確認ができるようになったので、とても助かっています。 

今年度は、16人のボランティアの皆さんにお世話になります。なかよしのクラスは、3 人が交

代でサポートをします。ボランティアの皆さん、ありがとうございます。 

ボランティア活動に関心がある方 一度見学してみませんか？ 

ボランティア活動は、「自分ができることを、できるときに、無理なく、楽しく！」を 

モットーに行うことが一番です。ハードルが高い、自信がないという声も聞かれますが、 

まずは、一度見に来てください。いつでも結構です。気軽にご連絡ください。 

 

（4）すべての子どもに安心できる居場所がある 
   学校 
特別支援学級児童を中心に、子どもたちのニーズ
に応じた教育を実践し、個に合った支援をする。 
国際教室で個別指導の取出し授業を行う。 
コロナ禍における不安を払拭し、安心した学校生
活を送るための学校運営を行う。 

（5）勤務時間の縮減等、教職員の職場環境の改善 働き方改革として、定時退校日 月 2日を
守れる職員の割合 90％ 時間外労働時間を月平均 30 時間以下 休暇取得数を一人 22 日以
上などをめざす。 

●夏季休業中の「夏の学習会」 
 学校運営協議会主催の夏の学習会
は、今年は中止とする。学校主催の補充
学習会を 7 月 26 日・27 日の二日間
実施。ボランティアさんにも協力をお
願いしたい 
 

●２学期学校行事の見直し 
・運動会  10月 6日（水）午前中（給食あり） 

保護者の参加は授業参観と同様 
競技（団体・徒競走・表現） 

・社会見学 中止 
・修学旅行 11月 18日（木）～19日（金） 

京都の予定から県内へ変更 
・自然教室 10月 29日（金）日帰り 
・遠足   秋に実施予定 

 

●清掃指導の連携 
 大掃除を 7 月 12 日（月）に全校で
実施する。校舎内のトイレ清掃を、10
人程度のボランティアさんをお願いし
て一緒に行う。子どもたちが掃除の仕
方などを教えてもらい、丁寧な清掃活
動に取組む。 


